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ツマジロクサヨトウの殺⾍剤感受性を国際間で⽐較するための簡易検定法 
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背景・ねらい                
ツマジロクサヨトウ (Spodoptera frugiperda) は、南

北アメリカ⼤陸が原産の害⾍であるが、近年、アフリカ
及びアジアに侵⼊し、その分布域を急速に拡⼤している。
本種は、トウモロコシを中⼼に 80 種類以上の作物を⾷
害する（図 1）。原産地およびアフリカ⼤陸では、多くの
殺⾍剤に対する抵抗性の発達が報告されており、安価
かつ容易に⼊⼿できる特定の殺⾍剤が連⽤されるアジ
アにおいても、同剤を中⼼とする殺⾍剤に対する抵抗性
の発達が懸念される。 

ツマジロクサヨトウの成⾍は⻑距離移動能⼒を持つた
め、任意の地域で殺⾍剤に対する抵抗性を獲得した系
統が出現すると、近隣諸国に急速に拡散する可能性が
⾼い。従って、本種の殺⾍剤抵抗性系統のまん延を抑
制するには、その感受性の変化を同⼀の⽅法を⽤いて
広域かつ網羅的にモニタリングし、その結果を速やかに
共有することが肝要である。 

そこで本研究では、開発途上地域を含む東南アジア
等におけるツマジロクサヨトウの殺⾍剤感受性のモニタリ
ングを可能にするため、⽐較的容易に⼊⼿できる材料を
⽤いた簡易な殺⾍剤感受性検定法を開発する。また、
開発した⽅法を⽤いて網羅的な⽐較を実施できるか検
証するため、タイ国内における本種の殺⾍剤感受性の
変化をモニタリングする。 

 

成果の内容・特徴             
1. 本簡易検定法は、供試⾍の採集法、⽐較的⼊⼿が
容易な材料で作成する⼈⼯飼料を⽤いた⼤量飼育
法、同⼈⼯飼料を⽤いる感受性検定法から構成され
る（図 2）。この⽅法を⽤いることで、既存の殺⾍剤
抵抗性遺伝⼦の多型を指標とした分⼦⽣物学的検
定法および局所施⽤法等の⽣物検定法と⽐較し、多
くの種類の殺⾍剤を対象とした検定を容易に実施でき
る。 

2. 供試⾍は調査地域あたり 300個体以上採集する。 
3. ⼈⼯飼料は、組成 A を煮沸し、冷却後に組成 B を
加え撹拌、最後に組成Ｃを加えて作成する（表 1）。
凝固する前に、プラスチックカップに 5ml ずつ分注する。
冷蔵庫で保管し、ツマジロクサヨトウに与える前に室温

に戻す。この⼈⼯飼料を餌として与えることで、1 齢幼
⾍を蛹まで飼育できる（図 3）。 
4. 感受性試験は、採集後 3 世代以内の 3 齢幼⾍を
⽤いて殺⾍剤塗布法により実施する。蒸留⽔を⽤いて
任意の倍数に段階的に希釈した殺⾍剤 200ul を 5ml
の⼈⼯飼料に塗布する。乾燥後、3 齢幼⾍ 10頭を導
⼊し 72時間後の死亡個体数を計数する。得られた結
果から、半数致死濃度を計算する。 

5. タイの主要なトウモロコシ産地から採集した個体群を
⽤いて、東南アジア諸国でツマジロクサヨトウ対策として
使⽤されている、もしくは使⽤が計画されている殺⾍剤
の感受性を評価すると、複数の殺⾍剤で、経時的な
殺⾍剤感受性の低下が検出されており、開発した⼿
法は国際間等の網羅的な⽐較に使⽤できる精度であ
る（表 2）。 

 

成果の活⽤⾯・留意点           
1. 本研究で開発された⼿法は、ツマジロクサヨトウの殺
⾍剤感受性を国際間で⽐較し対策をたてるために利
⽤できる。 

2. タイでは複数の殺⾍剤に対してツマジロクサヨトウの感
受性が低下していることから、早急に代替となる防除
⼿段を確⽴する必要がある。 
3. ツマジロクサヨトウの幼⾍に⼈⼯飼料を与えた時の⽣
存率は、3-6 齢ではトウモロコシ⽣葉と同等であるが、
1-2 齢ではトウモロコシ⽣葉より低くなるため、同時に多
くの殺⾍剤を検定する必要がある場合、1-2 齢幼⾍に
対しては⽣葉を与えて飼育する。 
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検定に供試する個体の採集法、⼊⼿が容易な材料で作成する⼈⼯飼料による供試⾍の累代飼育法、⼈⼯飼
料を⽤いる殺⾍剤塗布法から構成される簡易検定法を⽤いることで、越境性害⾍であるツマジロクサヨトウの殺
⾍剤感受性を容易に国際間で⽐較できる。 
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図 1 トウモロコシを⾷害する
ツマジロクサヨトウ幼⾍ 

図表は Thirawut et al. (2023) © The Author(s) 2023 より転載/改変して作成 

表 1 ⼈⼯飼料の材料 

表 2 タイ国内における殺⾍剤感受性試験の結果 

実験は、約 30 反復⾏う。 
1) 半数致死濃度の上昇は、感受性の低下を⽰唆する。カッコ内の数値は 95%信頼限界を⽰す。 

1) B1 2.5g、B2 3g、B6 1.5g、B7 5m、B9 2.5g、B12 20mg、D-パントテン酸ヘミカル
シウム塩 3g、塩化コリン 10g、イノシトール 5g、ニコチン酸 6g、純⽔ 1,000ml 

図 3 ⼈⼯飼料を⽤いた飼育系
で蛹化したツマジロクサヨトウ 

図 2 殺⾍剤感受性簡易検定法の概略 

材料 量
組成A 寒天     25g

純⽔  800ml
組成B ホルマリン      4ml

酵⺟    20g
メチルパラベン      5g
ソルビン酸      3g
緑⾖粉  240g
純⽔  800ml

組成C ビタミンC      5g
ビタミン⽔溶液1)    40ml

a) 供試⾍の採集

採集個体数は、地域
あたり300個体以上

b) 累代飼育

⼈⼯飼料により1齢幼⾍
から蛹まで飼育可能

c) 感受性検定

⼈⼯飼料に殺⾍剤を
塗布し死亡率を評価

１cm

殺⾍剤名 採集年（採集地） 半数致死濃度 (mg/L)1)

2019（カンチャナブリ）   0.014 (0.013‒0.016)
2019（ターク）   0.015 (0.013‒0.018)
2021（スパンブリ）   0.017 (0.014‒0.025)
2021（ロッブリー）   0.029 (0.023‒0.039)
2022（ルーイ）   0.027 (0.021‒0.036)
2019（カンチャナブリ）   1.526 (0.982‒2.048)
2019（ターク）   1.877 (1.402‒2.337)
2021（ロッブリー）   5.259 (3.554‒9.019)
2022（サーケオ）     7.530 (5.772‒10.645)
2022（ルーイ）   10.466 (7.909‒15.650)
2019（カンチャナブリ）   2.086 (1.268‒3.450)
2019（ターク）   2.049 (1.243‒3.360)
2021（ロッブリー）   7.056 (6.120‒8.122)
2022（サーケオ）   7.733 (6.714‒8.915)
2022（ルーイ）     8.874 (7.669‒10.284)

エマメクチンベンゾエート
1.92%乳剤

インドキサカルブ
15%乳剤

クロルフェナピル
10%SC剤


